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は じ め に
　宗教学や人類学，民俗学における境界論は，ファ
ン・ヘネップによる『通過儀礼』Les Rites de 
Passage （₁₉₀₉）₁）を皮切りに，主に人生儀礼や年
中行事，民間伝承や民間説話における境界のあり
方を分析してきた．しかし，人々の実際に思い描
く「他界」のイメージから，この世とあの世の「境
界」を分析する試みは，まだ始まったばかりであ
る．
　本稿はその試みを，古代より「境界の島」とし
て認識されてきた奄美諸島喜界島において行う．
島民が抱えるこの世とあの世の境界をめぐるイ
メージから，島の境界の世界観を明らかにする．
　また本稿では喜界島を，ヤマトという中心から
みた境界という視点でなく，境界として認識され
てきた島の境界とはどのような世界であるか，と
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Summary
　There has been considerable previous research about “the other world” and “the boundary” through 
rites of passage, annual events and folklore. However, an actual image based on ﬁeld surveys of “the 
other world”, in an attempt to analyze “the boundary” of the world has scarcely begun.
　This study was conducted on Kikaijima (in the Amami Islands), which has been recognized as “a 
boundary” island since ancient times. It is stated that there is a “boundary” between this world and 
the other world faced by the people there. In this study we do not regard “the boundary” as seen from 
the center of Yamato. Rather we stand with viewpoints of “the boundary” world which has been rec-
ognized as “a boundary” island. As a result, there will be new possibilities that go beyond “the bound-
ary” and can be considered in a new study.
　In this study we used a questionnaire that contained interesting images and presented it to ₈₅₀ 
people (more than ₁₀% of the population of Kikaijima), and we were able to obtain valid answers 
from ₅₉₆ people. Analysis of the results will also be compared with results of previous studies (from 
the Japanese mainland).
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いう逆の視点に立ち，島の境界をめぐる世界観の
全体像に迫る．そしてその特徴を，心理学者のや
まだようこが東京と名古屋で行った調査結果₂）と
比較して考察することとしたい．
　ここで，本稿が対象とする日本民俗学における
境界分析の先行研究を整理しておきたい，まず柳
田国男の『石神問答』（₁₉₁₀）₃）が，境界論の端緒
となった研究として挙げられる．柳田は『石神問
答』において，石神を通して村境と信仰との関係
性を紐解いた．石神を代表する道祖神の「祖」の
字が，元々は阻害の阻であったと考察し，境を塞
ぐサヘノカミとしての機能が石神にはあるのだと
論じたのである．儀礼論的な原田敏明の「村の
境」（₁₉₅₇）₄）は，村境を社会生活の中心と位置付
け，村の入り口とその数がムラの組織と密接に関
連し，村境は内から外に対して区別をつける社会
的な境界であると論じ，今日の境界論の基盤を築
いた．一方，構造論的な村の領域論として知られ
る桜田勝徳の「村とは何か」（₁₉₅₈）₅）は，土地区
分としての村境と，民俗世界としての村境を明確
に区別した上で，前者は明治の市町村制解体によ
り自明性が崩れ，後者は「晴れと褻」の概念によ
り晴れの場として位置付けられると論じている．
同じく構造論的な領域論である福田アジオの「村
落領域論」（₁₉₈₀）₆）は，ムラの領域を中心から順
に「ムラ」「ノラ」「ヤマ（ハラ）」と名付けて模
式図化した．その上で福田は，定住地としての領
域がムラと考えられてきたことを，境界をめぐる
行事や儀礼から明らかにした．さらには，上記三
区分それぞれに異なった神の存在が想定され，近
世はムラに祀られる鎮守と氏神が巨大化している
と考察した．
　₈₀年代に入るとポストモダンの流れを汲んだ象
徴論的な境界論₇）が目立つようになる．しかし原
田（₁₉₅₇）によって提出された「村境が社会生活
の中心」という問題提起が，その後も大きく展開
されていないこと，また福田（₁₉₈₀）の村落領域
の三区分が必ずしも普遍性のあるモデルとは言え
なくても，境界論の基礎的論考として位置付けら
れてきたことは注目に値しよう．
　本稿は，これら実体的な境界分析に基づいた先
行研究を踏まえた上で，人々の観念的なイメージ
から実体的な境界がどのように認識されているか
を明らかにする．この新しい境界分析のアプロー
チが，従来の境界論をさらに展開してゆくための
一助となるであろう．
Ⅰ　境界としての喜界島
　喜界島（鹿児島県大島郡喜界町）は，鹿児島市
の南方沖約₃₅₀㎞に位置し，面積約₅₉㎢，人口約
₇,₃₀₀人（₂₀₁₅年 ₄ 月 ₁ 日現在）の離島である．
喜界島の西方約₂₅㎞には奄美大島があり，喜界島
は奄美諸島の中でも北方に位置する．この島が古
来「境界の島」として知られてきたのには，次の
₃ 点の要因が考えられる．
　 ₁ 点目は，ヤマトにとって古代から喜界島が，
琉球や大陸との地理的な境界で，同時に観念的な
「この世」と「あの世」の境界とみなされてきた
ためである．たとえば喜界島の名称変化に，それ
は表れている．代表的なものを概観すると，「貴
駕島」（『日本紀略』₉₉₈年 ₉ 月₁₄日条），「喜界島」
（『長秋記』₁₁₁₁年 ₉ 月 ₄ 日条），「貴海島」（『吾妻
鏡』₁₁₈₇年 ₉ 月₂₂日条），「鬼界が島」（『宝物集』
₁₁₈₉年～₁₂₀₀年頃），「鬼海島」『保元物語』（₁₂₁₉
年～₁₂₂₂年頃）．「鬼界島」（『中山世鑑』₁₄₆₆年）
などと表記されている．ここから「貴」「喜」と
いったプラス・イメージと，「鬼」というマイナス・
イメージの両方の名称で呼称され，まさに両義的
なイメージを付与されてきたことが見て取れる．
また古代から中世の喜界島を対象にした研究に
とって，城久遺跡群の発掘調査結果が近年注目さ
れている．城久遺跡群の帰属年代は，①Ⅰ期（ ₈
世紀後半～₁₁世紀後半），②Ⅱ期（₁₁世紀後半～
₁₂世紀），③Ⅲ期（₁₃世紀後半－₁₅世紀）とされ
ており，₈）ヤマトの影響下で行政機関を置かれた
とする説もある．₉）城久遺跡からは大量の越州窯
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青磁が出土し，また南西諸島では初めての製鉄炉
跡（₁₂世紀頃）も発見されている．ここからは喜
界島が，古代・中世にヤマトの境界領域として，
大陸間との貿易で重要な役割を担っていたことが
明らかになりつつある．₁₀）
　 ₂ 点目は，琉球にとっても喜界島は境界の島で
あったためである．喜界島は中世，琉球に多くの
ノロを輩出した．そのため喜界島そのものが神聖
とみなされ，現代においても沖縄の伊平屋島で
は，喜界島の方角である北方を神聖とみなす考え
が残されている．₁₁）
　 ₃ 点目は，上記 ₂ つの要因から生まれた結果で
あり，同時に現在でも喜界島が「境界の島」とし
てイメージされる要因である．それは，喜界島が
近代以降も多くの宗教教団から注目されてきたと
いう点である．大本教は喜界島の中央部に位置す
る宮原山を，豊雲野尊が隠退する聖地とみなし，
国常立尊の隠退する北海道の芦別山と対にして重
視している．また創価学会や幸福の科学，世界平
和教団といった各宗教教団も，喜界島に支部を置
いて精力的に活動を展開している．
　しかしこのような喜界島において，島の内部か
ら島民の意識する境界を論じた研究は，管見の及
ぶ限り極めて乏しい．たとえば宗像哲男は，ヤマ
トでは死後の世界が「黄泉（よみ）」あるいは「根
国（ねのくに）」（「黄泉」も「根国」も，記紀神
話に登場する死者の世界である．柳田国男をはじ
めとする多くの研究者は，共に地底に存在する世
界と捉えてきた．しかしながら『古事記』では，
「黄泉」が死の世界，暗黒の闇そのものであるの
に対し，「根国」は同じ死の世界でありながら，
再生を伴った明るさを持っている）とみなされて
いたことを踏まえ，「沖縄諸島や喜界島をはじめ
とする奄美諸島やトカラ列島の一部における浄土
観つまり『黄泉』の世界．『根国』の世界は『海』
そのものであった」₁₂）と論じている．一般的に沖
縄では「根国」が「ニライカナイ」と呼称されて
きたが，奄美大島ではそれが 「ネリヤカナヤ」，
喜界島では「ネインヤ」と呼称されている．あの
世の海とこの世の陸の間には渚があり，ここがこ
の世とあの世の境界とみなされる事例は全国に散
見される．₁₃）
　その一方，竹内譲は「喜界島では墓が霊の住家
だと考えている．また地下にグシュという水の乏
しい死者の国があり，墓はその出入口だという考
えもある」₁₄）としている．この場合，墓が境界と
いうことになるだろう．
　言うまでもなく，喜界島を含む琉球列島におけ
る他界は海上他界のみならず，東西南北それぞれ
の方向にあるという平行他界，天上と地下の二方
向にあるという垂直他界が見出されることが指摘
されている．₁₅）では今日の喜界島の島民は，一体
どこに「あの世」を見出し，その結果どこに「こ
の世」と「あの世」の境界を見出すのだろうか．
本稿では喜界島の境界の全体像を明らかにし，そ
れを東京と名古屋の調査結果と比較分析する．
Ⅱ　調査の概要
　喜界島で実施した本調査において，筆者は心理
学者のやまだようこの調査方法を参照した．やま
だは『この世とあの世のイメージ　描画のフォー
ク心理学』（₂₀₁₀年）₁₆）において，境界分析の新た
な方法論を開拓する試みに取り組んだ．ここでは
「この世とあの世のイメージ」が集合的な文化的
物語（フォークイメージ）として捉えられ，日本・
イギリス・フランス・ベトナムにおけるイメージ
の実態が調査された．₁₇）この調査では個人の心性
を明らかにする伝統的な心理学とも，心理現象を
宗教や文化・習俗に収斂する伝統的な宗教学や民
俗学とも異なったフォーク心理学の視点から，₄
か国の大学生を対象にイメージ画（イラスト）の
描写を含む独自のアンケート調査が行われたので
ある．具体的には，₁₉₉₄年から₂₀₀₁年までの約 ₇
年間にわたる調査で，日本では名古屋と東京の学
生のべ₁₁₉₃人（₁₉₉₄～₁₉₉₇年），フランスではパ
リ近郊の学生のべ₄₂₀人（₁₉₉₆～₁₉₉₇年），イギリ
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スではロンドン近郊の学生のべ₂₂₂人（₁₉₉₈～
₂₀₀₁年），ベトナムではハノイ近郊の学生のべ₂₀₅
人（₁₉₉₈年）を対象に調査がなされた．₁₈）この調
査では，イメージ画 ₁ ，₂ を回収した．
　このうち「イメージ画 ₁ 」は，「もし死後の世
界があるとしたら，どうでしょうか？ あの世に
いる人と，この世の人との関係をイメージして絵
に描いてください」という設問によって得られた
イラストである．回答者が抱くあの世のイメージ
を，この世との境界が分かるようにイラストで描
かせて分析したことは，従来の境界論にはないオ
リジナルで創造的な手法であった．そして「イ
メージ画 ₂ 」は，「魂」のイメージを描写させた
ものであり，本稿とは直接関係しないため，詳説
は省きたい．
　本稿では「イメージ画 ₁ 」で得られた結果に注
目したい．やまだの調査における「イメージ画 ₁ 」
では，以下のような結果が得られた．まず，日本
は他の ₃ か国に比べて，この世とあの世を「分離
なし」で描いている比率が₁₆.₃% と高かった．ベ
トナムのイメージ画で「分離なし」は₁₀.₆%，フ
ランスでは₁₃.₀%，イギリスでは₉.₈% である．し
かし日本で「分離あり」のイメージ画のうち，境
界に何らかの標識を描いている「境界あり」は，
他の ₃ か国より多く，₆₅.₉% であった．ベトナム
の「境界あり」は₄₈.₈%，フランスは₆₁.₁%，イ
ギリスは₅₆.₉% である．さらに，「境界あり」の
イメージ画のうち，どのような境界標識で境界を
描写したかという点をみると，日本で最も多く描
かれた境界標識は「雲」の₂₈.₃% である．日本で
は次に「線」₂₇.₉%，「川」₇.₀%，「壁」₄.₃％，「そ
の他」₂.₇%，「橋」₂.₃% という順番に高い比率と
なっている．他の ₃ か国では，いずれも「線」が
最も多い比率を示しており，日本ほど「雲」が多
い国は他に見当たらない．また「川」と「橋」の
比率も，日本だけの結果を見るといずれも₁₀.₀%
未満の低い比率ではあるものの，他の ₃ か国と比
べてみると，これだけ高い比率を示している国は
他にないのである．日本以外の ₃ か国の結果を示
すと，ベトナムは最も高い比率が「線」で₂₉.₃%，
次に「壁」₁₁.₄%，「その他」₄.₁%，「雲」₂.₄%
という順番になっている．ベトナムの調査結果の
特徴は，「壁」を境界標識にする比率の高さ，ま
た「虹」を境界標識とするイメージ画が₁.₆% と
いう低い比率ながら存在したという点にある．フ
ランスの調査結果は，「線」が最も高い比率を示
し，₄₃.₅% であった．ベトナム・イギリスの調査
で最も高い比率を示したのも「線」であるが，フ
ランスほど大きな数値ではなかった．フランスで
「線」に続く比率は，「雲」の₈.₃%，「その他」₄.₆%，
「壁」₂.₈% であった．イギリスの調査結果でも
「線」が最も高い比率で₂₉.₄% である．その次に
「雲」の₁₃.₇%，「その他」₅.₉%，「壁」₃.₉%，「門・
ドア」であった．イギリスの「雲」の比率は日本
に続く高さを示している．また，「門・ドア」の
比率は ₃ か国で最も高かった．
　筆者はやまだの調査で得られた「イメージ画
₁ 」を，喜界島の調査でも収集し，島民の抱いて
いるこの世とあの世の境界をめぐる世界観を探
る．喜界島での調査は，質問票を配布する形式の
アンケート調査で，配布から回収を含めた調査実
施期間は₂₀₁₂年 ₅ 月～ ₆ 月とした．対象は島の人
口の ₁ 割を超える₈₅₀人とした．具体的には，喜
界町役場，喜界町立喜界小学校，喜界町立喜界中
学校，喜界町立喜界園，喜界町立特別養護老人ホー
ム喜界園，医療法人徳洲会喜界徳洲会病院，生和
糖業株式会社喜界工場，結いグループ喜界の ₈ つ
の施設・企業で配布した．合計₅₉₆人から有効回
答を得ることができた．小学校・中学校では，喜
界島で生まれ育った児童・生徒と教員を対象にし，
その他の場所では喜界島で生まれ育った成人を対
象にした．
　なお質問票は ₂ 種類用意した．子供用と大人用
である．子供用は小学生以下に対して，大人用は
中学生以上に対して配布した．質問の内容は同じ
であり，子供用では問いの文章を平易にしたのみ
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である．回答者の性別と年代は以下の通りである．
・性別　男性：₅₂.₇％　女性：₄₆.₈％
　無回答：₀.₅％
・年代　若年層（～₁₉歳）：₂₁.₆％
　中年層：（₂₀～₅₉歳）：₅₃.₀％
　高年層（₆₀歳～）：₂₅.₁％　無回答：₀.₂％
　質問票は A ₄ で合計 ₄ ページとし，質問は ₉ 問
である．以下に大人用の質問票における実際の質
問内容を示しておきたい．
⑴　調査実施日：　　　月　　　日
⑵　あなたの年齢と性別を教えてください．
　　　　　歳　（ 男 　女 ）
⑶ 　あなたが育った集落の名前を教えてくださ
い．　　　　　　　　集落
⑷ 　あなたの宗教について，選択肢から選んでく
ださい．
　a．あなたの家族の宗教：　（　　　　　　　）
　b．あなた自身の宗教：　　（　　　　　　　）
〈選択肢〉
　 ₁ 神道　 ₂ 大本教　 ₃ 創価学会　 ₄ 仏教
　 ₅ キリスト教（カトリック）　
　 ₆ キリスト教（プロテスタント）
　 ₇ 幸福の科学　　 ₈ その他［　　　　　　　］
　 ₉ なし　　₁₀わからない
⑸ 　あなたは，「あの世」があると思いますか？
もしあると思うなら，それはどこにあると思い
ますか？
　ある　・　ない　 場所（　　　　　　　　 ）
⑹ 　あなたは，「ネインヤ」（ネィーヤ，ネィン
ヂャ）　について，聞いたことがありますか？
もしあるなら，それはどのようなイメージです
か？
　ある　・　ない　イメージ（　　　　　　　 ）
⑺ 　次の場所で，この世とあの世の境界（さかい
め）があると思うのは，どこですか？境界と思
われる場所に，全て丸をしてください．
　　お墓・浜辺・山・道の交わるところ・
　　川・ 橋 ・神社・寺院・教会・
　　その他［　　　　　］
⑻ 　もし「あの世」があるとしたら，それはどん
なところでしょうか？
　 　この世にいる人とあの世にいる人の位置関係
が分かるように，簡単な絵をかいてください．
⑼ 　もし「ネインヤ」があるとしたら，それはど
んなところでしょうか？
　 　前問で答えた「あの世」と違うイメージを
持っている方は，簡単な絵をかいてください．
　以上の質問内容を内容的に分類すると，以下の
様になる．
① フェイスシート／質問⑴～⑷：回答年月日・
年齢および性別・出身集落・自分と家族の宗
教
②他界の有無と場所／質問⑸ ⑹
③境界と感じる場所の選択問題／質問 ⑺
④あの世と境界のイメージ／質問⑻ ⑼
　③ ④の質問は選択肢による問いの他，イメー
ジ画を描写する設問である．本稿ではイメージ画
の分析をやまだのアンケート調査結果と比較しな
がら行うため，問いの文章はやまだの質問票を参
照している．
　本稿では現代の喜界島における他界観，そして
そこからみえる境界の様相を明らかにし，東京と
名古屋におけるやまだの調査結果と比較して特徴
を考察する．本稿で中心となるイメージ画のアン
ケート調査は，管見の限り南西諸島において初め
ての試みである．
Ⅲ　回答者の宗教
　喜界島には伊砂集落以外の全ての集落に神社が
存在している．神道は₁₆世紀頃に伝来した最も古
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い外来宗教である．薗田稔は奄美諸島の神社を類
型し，古い時代から順に，Ⅰ英霊祭祀（由来：シ
マ立て伝承・天人の降臨譚／創建年代：₁₆～₁₇世
紀），Ⅱ貴種祭祀（由来：源為朝，平資盛・有盛
の流着伝説／創建年代₁₇～₁₈世紀），Ⅲ分霊勧請
（由来：薩摩の神社を勧請したもの／創建年代₁₇
～₁₉世紀），Ⅳ国家祭祀（由来：政府の意向から
建立された神社／₁₉世紀（明治）以降）と類型し
た．₁₉）喜界島にも上記Ⅰ～Ⅳの各類型に相当する
神社が存在する．また廃仏棄釈が行われる前まで
は，ノロが神社の祭式を行うなど，ノロと神社は
密接に結びついていた．しかし廃仏棄釈によって
ノロの祭祀と仏教は激しく弾圧され，神道の勢力
が揺るぎないものとなったのである．
　筆者が行ったアンケート調査の質問票には，
₁₉₆₅年に公表された喜界島の宗教別戸数₂₀）におい
て，上位を占めた宗教（神道・大本教・創価学会・
仏教・カトリック・プロテスタント・幸福の科学）
を記載し，今回は「その他」「なし」「分からな
い」という選択肢も設置した．
　宗教別信者の割合は，₁₉₆₅年に刊行された『喜
界島概要』₂₁）に掲載された宗教別戸数の結果と同
様，神道が最も多く，「自分の宗教」で₄₂.₄％，
「家族の宗教」で₃₇.₉％であった．年代別にみる
と中年層の₅₃.₃％，高年層の₅₃.₁％が「自分の宗
教」を神道と回答している．また中年層の₄₆.₂％，
高年層の₅₀.₀％が「家族の宗教」で神道と回答し
ている．若年層の回答でも，神道の割合が最も多
いものの，「自分の宗教」として神道を選んだ者
は ₆ ％を下回っており，「分からない」という回
答が過半数を超えている．これは，若年層が日頃
自分と家族の宗教を明確に意識していないという
ことの表れであるだろう． 
　次に回答の多かった宗教は仏教であるが，神道
と比べると遙かに及ばない．「自分の宗教」と回
答したのは全体で₁₁.₆％，「家族の宗教」と回答
したのは₉.₂％であった．中年層・高年層では仏
教を「本人の宗教」と「家族の宗教」と回答した
者は共に₁₀％台で，若年層では共に ₄ ％を下回る．
ただし神道を自分の宗教だと回答した島民の場合
でも，家の中にある「神棚」は日本全国の一般的
な「仏壇」と同じ形状であることが多い．そのた
め彼らの先祖が廃仏棄釈以前から神道の信者で
あったかは疑わしいのである．いずれにせよ神道
の信者が多く，仏教の信者が少ないことが，喜界
島の宗教人口における際立った特色である．
　その他の宗教に関しては，概して割合が小さい．
キリスト教は「本人の宗教」でカトリックが₂.₂％，
プロテスタントが₀.₂％である．年代層別に見る
と，「本人の宗教」をキリスト教と答えた者は，
カトリック，プロテスタントを合わせて若年層に
多い．喜界島におけるカトリックの拠点は，湾集
落にある喜界島カトリック教会である．プロテス
タントの拠点としては，日本ホーリネス教団喜界
キリスト教会，日本キリスト教団喜界教会がある．
　大本教，創価学会，幸福の科学は，いずれも喜
界島に支部を置くが．今回の調査では全体として
信徒の割合が回答者の ₃ ％以下にとどまった．
　最後に宗教を「なし」とした回答について詳細
を見ておこう．「本人の宗教」で「なし」と回答
した者は₁₄.₁％，「家族の宗教」で「なし」と回
答したのは₈.₇％である．年代層別にみると，「本
人の宗教」と「家族の宗教」でともに中年層が最
も多く「なし」と回答しており，次に若年層，高
年層という順になっている．
Ⅳ　他界の有無と場所
　 ₁．「あの世」の有無と場所
　筆者が実施したアンケートの質問⑸では，あの
世の有無を問い，「ある」と回答した回答者には
その場所を自由回答形式で訊ねた．
　この質問に対し，全体では₄₈.₄％があの世は
「ある」，₄₂.₁％が「ない」と回答している．若年
層では₆₅.₉％が「ある」を選択しているが，中年
層では₄₄.₇％，高年層では₄₃.₈％が「ある」と回
答している．これに対して，あの世が「ない」と
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回答したのは，中年層では過半数の₅₀.₃％，高年
層では₃₄.₄％になった．高年層の₂₁.₉％は「無回
答」である．その中には，質問文の下に「？」や
「分からない」と記入している回答が見られた．
以上の結果から，あの世は「ある」と信じる若年
層，「ない」と考える中年層，「分からない」と迷
う高年層という特徴を垣間見ることができる．
　そして，あの世の場所に関する自由回答では多
様な回答が集まったが，ある程度集約すると以下
のようになる．まず最多が「空より上」で₂₂.₄％，
次に「空」の₁₅.₈％，「天国」の₇.₉％と続く．こ
の ₃ つはいずれも天上他界であり，これら ₃ つを
合わせた比率は₄₆.₁％と全回答者が占める割合の
半数近くに及ぶ．
　「地下」「地獄」といった回答は順に₂.₇％，₀.₈％
であり，いずれも低い比率であった．海上他界に
当たる回答も，全体の中で₀.₅％しか見られなかっ
た．そのほか「目には見えない場所」「異次元」
「時間」といった非空間的な回答や，「知覚」「脳・
こころ」といった身体の場所を指す回答も寄せら
れているが，いずれも ₃ ％台を越えなかった．
　 ₂．「ネインヤ」について
　質問⑹は「ネインヤ」について聞いたことがあ
るかを問う設問である．
　「ネインヤ」とは喜界島の方言で他界を意味す
る民俗語彙である．沖縄の「ニライカナイ」が語
源で，岩倉市郎の『喜界島方言集』（₁₉₄₁）には
「竜宮．海の底にある，神の住む浄土と考えられ
ている」₂₂）と記述されている．また岩倉市郎が採
取した民話が収められている『喜界島昔話集』に
は，「ネインヤ」の登場する話が ₆ 話収められて
いる．₂₃）その中で「ネインヤ」は海上他界として
描かれる．そして「ネインヤ」の神に捧げものを
したり，亀の子を助けたりした人間は「ネイン
ヤ」に招待されて贅沢な御馳走でもてなされ，立
派な馬や美しい娘などの贈り物が授けられる．
　筆者はこれらの民話を踏まえ，アンケート調査
実施以前に行った ₂ 回の予備調査で，喜界島の島
民に「ネインヤ」，もしくはそれと似たような民
俗語彙を聞いたことがあるか質問した．₂₁人に尋
ねたが，その中のだれ ₁ 人として聞いたことが
「ある」と答えた島民はいなかった．そのため筆
者は，本アンケート調査で「ネインヤはあると思
うか？」という問いよりも，「ネインヤについて
聞いたことがあるか？」という問いを行った方が
適切だと考えた．
　アンケート調査を終えてみると，ネインヤにつ
いて聞いたことが「ある」と回答した者は，全体
のわずか₂.₉％であった．設問では 「ネインヤ」
について聞いたことが「ある」と答えた者に，そ
の内容を自由回答してもらった．自由回答の内容
は ₁ つとして同じものがなく，岩倉の解説にある
「竜宮」に近い回答は，「竜宮城」と回答した ₁ 名
（₁₂歳・女性）だけであった．以下にその回答内
容を示したい．
竜宮城／平和／この世とあの世のさかいめ／
食べ物／きたない／おまじない／物などが無
いとき／天国／金／空間
　以上の回答のうち，「この世とあの世のさかい
め」や「天国」といった回答は，岩倉の解説と近
いようにも感じるが，回答者が他の質問をもとに
想像を膨らませて回答した可能性もある．
　そこでアンケートの質問⑼では，さらに具体的
に「ネインヤ」のイメージに迫った．ネインヤを
イメージ画で描写してもらう設問である．回答者
は全体の₀.₇％で，₃ 名であった．イメージ画の内
容も三者三様である．イメージ画の説明書きに書
かれた内容は，以下の通りである．
A：血の川／墓が多い
B：夜．火のまえで儀式をしているところ
C：死者が行くところ．魂が行くところ
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　ここには「竜宮」というイメージも無ければ，
「海の底にある，神の住む浄土」というイメージ
も見られない．A のイメージ画は，地獄絵図に近
いものであった．B は古代人か原始時代の人と思
われる人間が，夜中に大勢で焚火の火を取り囲ん
でいるイメージ画であり，C は人と魂（煙や雲に
も見える）だけが描かれているイメージ画であっ
た．
　よって本調査からは，喜界島の方言で「他界」
を示す「ネインヤ」という民俗語彙が，現在では
ほとんど使われず，そのイメージも正確に伝承さ
れていないと考えられる．
Ⅴ　境界の場所のイメージ
　 ₁．選択肢より
　筆者のアンケートの質問⑺は，選択肢の中から
この世とあの世の境界があると思われる場所を，
複数回答させる設問である．選択肢には，「お墓・
浜辺・山・道の交わるところ・川・橋・神社・寺
院・教会・その他」を設けた．これらは日本で伝
統的に「境界」としてみなされてきた空間であ
る．24）喜界島における筆者の予備調査でも，イン
フォーマントの回答に同様の傾向が見られた．
　今回のアンケート調査結果を表Ⅴ－ ₁ 「現代の
喜界島島民にとっての境界の場所」に示す．回答
全体で，最も高い比率を示しているのが「お墓」
であり，₄₈.₃％である．「お墓」は，どの年代層
でも高い比率を示している．全体で ₂ 番目に多
かったのは「神社」で₂₁.₃％であった．この回答
は，とくに若年層で，同層の₃₀.₂％がこれを境界
の場所として「ある」と回答している．宗教施設
別にみると，神社の次に多い回答は教会，そして
寺院という順番である．この順番は，島内に存在
する神社仏閣・教会の数と比例している．全体で
₃ 番目に多かった「その他」には，多様な回答が
寄せられた．「その他」の自由回答の中で，最も
多かったのは「空」という回答であり，その次に
「海」，「雲」という回答が多かった．また，「天神
山」「ガジュマルの森」といった，喜界島の島民
にとって身近な対象を挙げている回答も存在し
た．ここからは，アニミズム的な信仰のエッセン
スが感じられる．全体で ₄ 番目に多かったのは
「川」で₁₈.₃％である．「川」と回答した者は，と
くに高年層に目立った．以下，「教会」₁₃.₉％，
「山」₁₁.₉％，「寺院」₉.₄％，「橋」₈.₉％，「浜辺」
₅.₉％，「辻」₄.₉％と続いてゆく．質問 ⑺ の回答
を年代層別に見ると，若年層が他の年代層に比べ，
全ての項目で高い比率を示している．
　なお，島の北部（旧早町村）と南部（旧喜界村）
の統計を比較しても大差は見られなかった．最大
表Ⅴ－ 1　現代の喜界島島民にとっての境界の場所（選択肢からの回答）
境界の場所
お墓 浜辺 山 辻 川 橋 神社 寺院 教会 その他
全体 ₄₈.₃  ₅.₉ ₁₁.₉  ₄.₉ ₁₈.₃  ₈.₉ ₂₁.₃  ₉.₄ ₁₃.₉ ₁₈.₆
若年層 ₅₅.₉  ₇.₉ ₁₅.₅  ₇.₁ ₂₃.₇ ₁₁.₇ ₃₀.₂ ₁₄.₂ ₂₁.₅ ₂₂.₉
中年層 ₃₆  ₂.₅  ₆.₁  ₁.₅  ₇.₆  ₃  ₇.₆  ₂  ₂ ₁₀.₇
高年層 ₃₇.₅  ₃.₁  ₆.₃  ₀ ₂₁.₉  ₃.₁  ₃.₁  ₀  ₀ ₁₈.₇
島内北側 ₄₅.₄  ₅.₉ ₁₁.₈  ₃.₄ ₁₉.₃  ₈.₄ ₁₈.₅  ₉.₂  ₉.₂ ₁₆
島内南側 ₄₈.₆  ₅.₆ ₁₂.₄  ₅.₄ ₁₈.₂  ₈.₇ ₂₂.₃  ₉.₈ ₁₅.₆ ₁₉.₁
※数字はそれぞれの何％が選択したかを示している．なお選択肢は複数回答可．
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の差は，教会を選択した比率であり，南部の方が
₆ ％多い．これは教会が島の南部に集中し，信者
もその地域に居住していることに起因すると考え
られる．
　 ₂．イメージ画より
　質問⑻は，回答者のイメージする 「あの世」
を，この世とあの世の位置関係が分かるようにイ
メージ画で描くことを求めるものであった．筆者
のねらいは，回答者がこの世とあの世の間に境界
を設けているか，設けているとすればそれはどの
ようなものであるかをみることにあった．全体と
して₆₃.₈％の回答者が，イメージ画を描いている．
　結果を図Ⅴ－ ₁ 「イメージ画にみるこの世とあ
の世の境界」に示す．まず，この世とあの世を分
離して描いているかに着目したい．全体では₅₁.₃％
のイメージ画で，この世とあの世の分離が示され
ていた．これは島の北部南部にかかわらず同様で
ある．しかし年代層別でみたとき，大きな差異が
生じている．若年層では分離したイメージ画を描
いた者が₆₇.₈％を占めているのに対し，中年層で
はその割合が₂₄.₄％，高年層では₂₈.₁％である．
両世界を分離して描いている若年層と，分離させ
ていない中高年層という明確なコントラストが存
在している．また，境界の有無に関しても，年代
層別で同様の現象が生じている．
　そして，この世とあの世が分離しているイメー
ジ画を描いている者のうち， この世とあの世の
境界に何らかの標識を描いている者が若年層では
₆₄.₆％なのに対し，中年層ではその割合が₂₂.₃％，
高年層では₂₅.₀％である．ここでも境界標識を描
く若年層と，描かない中高年層という差異が生じ
ている．やまだの東京と名古屋における調査で
は，「分離あり」の₈₃.₇% が「分離なし」の₁₆.₃%
を上回り．「境界あり」の₆₅.₉% が「境界なし」
の₁₇.₈% を遙かに上回っている．やまだの調査は
大学生を対象にしているためもあり，その結果は
喜界島の若年層と同じ傾向を示している．しか
し，「分離あり」と「分離なし」の比率の差は，
東京と名古屋の方が大きい．
　続いて境界の標識，すなわちこの世とあの世の
境界を，どのような形で描いているかという点に
着眼したい．全体・年代層別・島内地域別の全て
において，「線」が最多で₂₀.₅％ある．全体では
次に「雲」の₁₇.₈％，「その他」₉.₁％，「川」₄.₇％，
「橋」₂.₃％と続き，₀.₂％の同率で「壁」「階段」
「門・ドア」「虹」が並んだ．年代層別に見ると，
若年層では「線」₂₇.₈％と「雲」₂₇.₀％がほぼ同
率である．そして他の項目の割合は ₅ ％未満と少
ないが，以上で挙げた項目の全てを描いたイメー
図Ⅴ－ 1　イメージ画にみるこの世とあの世の境界
※数字は回答全体の中で占める％を示している．なお境界標識は重複カウント可．
線 雲 川 橋 壁 階段 門・ドア 鏡 虹 その他
分離なし
48.7%
16.3%
分離あり
51.3%
83.7%
境界なし
51.5%
17.8%
境界あり
48.5%
65.9%
喜界島
東京・名古屋
喜界島
東京・名古屋
喜界島（％）
東京・名古屋（％）
20.5
27.9
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ジ画も散見された．これに対し中年層では，「線」
₈.₁％に続いて「川」と「その他」が₅.₆％の同率
で並び，次に「雲」₂.₅％，そして₂.₀％の同率で
「橋」と「壁」が並んでいる．他の項目は ₀ ％で
あった．高年層は，イメージ画に極端な偏りがあ
り，最も多く見受けられた「線」で₁₂.₅％の比率
であり，その次は，₆.₃％の同率で「雲」と「そ
の他」が並び，他の項目に当てはまるイメージ画
は見られなかった．各年代層とも，「その他」の
境界標識としては，「墓」と「山」が見受けられた．
　やまだの東京と名古屋における調査では，「雲」
が最多の₂₈.₃％で，次に「線」が₂₇.₉％となって
いる．やまだの調査では次に「川」₇.₀％，「壁」
₄.₃％，「その他」₂.₇％，「橋」₂.₃％，「門・ドア」
₁.₆％，「階段」₀.₈％，「鏡」₀.₄％，「虹」₀ ％となっ
ている．
　喜界島では，全体でも若年層でも ₁ 位が「線」，
₂ 位が「雲」であり，東京と名古屋の結果と入れ
替わっている．しかし全体で「線」と「雲」が他
の項目と比べて圧倒的に高い比率を示しているこ
とは共通している．喜界島に「川」は存在しない
ため，東京と名古屋の方が僅かに高い比率だが，
「橋」は両者ともに₂.₃％で同率である．「階段」
「門・ドア」「鏡」は，いずれも東京と名古屋の方
が高い比率を示してはいるが，喜界島との差異は
どれも ₂ ％に満たない．東京と名古屋で₀.₄％の
「鏡」が喜界島では ₀ ％で，逆に喜界島で₀.₂％の
「虹」は，東京と名古屋で ₀ ％であった．
　最後に，回収したイメージ画より典型的なもの
を ₄ つ示したい．
　図Ⅴ－ ₂ 「イメージ画①」（回答者：₂₀代）は，
地面の上に棒状の人間が描かれ，その左側に大木
が，右側に家とビルが描かれている．そして空中
には他界の存在について「目に見えない空気全
て」と文字で説明されている．イメージ画の説明
欄には，「人間の身体自体を箱と考えたら，中身
にある目に見えない『意思』が，皮膚にあたる外
気（あの世）とは隔絶されて，本当は近いのに，
ものすごく遠い存在に感じるのだと思う．その
〝箱〟が簡単に出入り自由な人が本当の霊能力者
なのだと思う．」と書かれている．このイメージ
画の回答者は，この世とあの世を分離してイメー
ジしておらず，境界も「ない」と認識しているこ
とが理解できる．
　図Ⅴ－ ₃ 「イメージ画②」（回答者：₄₀代）は，
枠外の下に棒状の人間で「この世の人」が示され
ている．その上に「空」と「雲」が描かれ，さら
にその上に「花畑」と「草原」が並ぶ．草原には
人間がおり，「あの世の人」と説明されている．
草原には「木」が生えている．このイメージ画で
は，この世とあの世が分離され，他界は天上に存
在している．境界は雲で描かれている．
　図Ⅴ－ ₄ 「イメージ画③」（回答者：₁₀代）は，
全体で上・中・下の ₃ つの世界が描かれている．
真ん中の「ふつうの世界」では，人間が相手に
「チョコ」を贈与し，受け取ったほうは「ありが
とう」と言っている．「しんりん（森林）」が横に
描かれている．この世のことを示しているのであ
ろう．その下には「地ごく（地獄）」の世界が描
かれ，「マグマ」に流されているような人間のイ
メージと共に，「大へん」（大変）という説明があ
る．そして最も上の世界は雲に乗っている人間が
描かれ，「天ごく」（天国）の文字とともに「ラ
クー（楽）」と説明されている．全体から，キリ
スト教的な世界観を感じるイメージ画である．こ
こではこの世とあの世が明確に分離され，他界は
天上と地下に存在し，境界は線と雲で示されてい
る．
　図Ⅴ－ ₅ 「イメージ画④」（回答者：₁₀代）は，
右下と左上の世界を「橋」が媒介している．右下
の世界はこの世のイメージと見て取れる．ここに
は「生きている人」が棒状の人間で描かれ，墓が
建っている．墓の向こうには橋があり，多くの人
間が往還している．矢印の説明によると，橋の上
にいるのは「いしき不めい」（意識不明）の人間
である．左上には「死んだ人」と「花畑」が描か
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図Ⅴ－ 2　イメージ画①
図Ⅴ－ 3　イメージ画②
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図Ⅴ－ 4　イメージ画③
図Ⅴ－ 5　イメージ画④
02辻信行.indd   34 2016/02/17   19:27:00
辻：他界観のイメージ画にみる境界 35
れている．ここはあの世の世界を示しているので
あろう．このイメージ画では，この世とあの世が
分離され，あの世は斜め左上の天上世界として描
かれている．境界は「墓」と「橋」である．
　 ₃．この世とあの世の位置関係
　質問⑻の回答で得られたイメージ画に基づき，
現代の喜界島島民にとっての，この世とあの世の
位置関係の特徴を分析することにしたい．これに
より，より重層的に境界を理解できるのであろう．
　位置関係はやまだに倣って，₄ 方向（垂直・水平・
斜・その他）と₁₁方向（上・上下・下・左・右・
奥・左上・右上・左下・右下・その他）の ₂ パター
ンから見ていきたい．まずは ₄ 方向の結果を表 
Ⅴ－ ₂ 「イメージ画に描かれたこの世とあの世の
空間配置（ ₄ 方向）」に示す．全体では垂直方向
が₅₇.₄％で最多であり，続いて「その他」₁₂.₉％，
「水平」₈.₆％，「斜め」₇.₈％の順に高い比率を示
している．「その他」の内訳は，「異次元」や「心
の中」といった回答が目立った．
　続いて年代別に見ていこう．若年層は，全体の
順位と変わらない．ただし突出して「垂直」の回
答が₅₁.₀% と多い．中年層は若年層と同じ傾向を
示しており，「垂直」という回答が最も多く，そ
の次に「その他」「水平」「斜め」が続く．高年層
でも垂直方向が最も多く，次に水平方向が続き，
斜めとその他の回答は見られなかった．
　やまだが東京と名古屋で行った調査では，「垂
直」が₅₆.₈％で最多を占め，次に「水平」と「斜
め」が₁₉.₃％で並んでいる．「その他」は₇.₂％で
ある．
　もう少し細分化して₁₁方向から見た結果を表
Ⅴ－ ₃ 「イメージ画に描かれたこの世とあの世の
空間配置（₁₁方向）」に示す．まず垂直方向の結
果をみていこう．「上」は，あの世が上にだけ存
在することを示し，「上下」は上下両方，「下」は
下のみに存在するというケースである．全体とし
て垂直方向の「上」が₄₆.₂％と最も高い比率を示
している．それに大きな差をつけて，「上下」₆.₆ 
％，「下」₄.₂％が続く．次に水平方向の比率を見
ると，概して低いことが看取される．「右」と「奥」
が₃.₁％の同率で並び，「左」は₂.₄％と少ないが，
その差はわずかである．なお，やまだの調査では
「水平」の項目のうち「奥」の統計は無いが，筆
者の調査結果には散見されたので新たな項目とし
て設けた．斜め方向の回答は，水平方向と同じ低
表Ⅴ－ 2　イメージ画に描かれたこの世とあの世の空間配置（ ₄ 方向）
垂直 水平 斜め その他
喜界島 ₅₇.₄  ₈.₆  ₇.₈ ₁₂.₉
東京・名古屋 ₅₆.₈ ₁₉.₃ ₁₉.₃   ₇.₂₅
※数字は回答全体の中で占める％を示している．なお重複カウント可．
表Ⅴ－ 3　イメージ画に描かれたこの世とあの世の空間配置（₁₁方向）
垂直 水平 斜め
その他
上 上下 下 左 右 奥 左上 右上 左下 右下
喜界島 ₄₆.₂ ₆.₆ ₄.₂  ₂.₄  ₃.₁ ₃.₁ ₃.₁ ₃.₆ ₀.₅ ₀.₈ ₁₂.₉
東京・名古屋 ₅₁.₉ ₃.₀ ₁.₉ ₁₂.₅ ₁₂.₅ － ₉.₁ ₈.₃ ₀.₄ ₁.₅  ₇.₂
※数字は回答全体の中で占める％を示している．なお重複カウント可．
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い比率を示している．その中でも「右上」₃.₆％
と「左上」₃.₁％がわずかに多く，「右下」₀.₈％
と「左下」₀.₅％が少ない．
　やまだの東京と名古屋での調査では，「上」が
₅₁.₉％，次に「右」₁₅.₂％，「左」₁₂.₅％，「左上」
₉.₁％，「右上」₈.₃％，「その他」₇.₂％，「上下」
₃.₀％，「下」₁.₉％，「右下」₁.₅％，「左下」₀.₄％
という順番である．
　喜界島でも東京と名古屋でも垂直，とくに天上
他界を想定する比率が最も高く，喜界島は東京と
名古屋よりわずかに「上下」「下」の比率が高い．
しかしながら東京と名古屋でさえ比率の低い水平
他界のイメージは，喜界島においてより一層低く，
斜め方向の他界イメージも同様に低いのである．
お わ り に
　筆者のアンケート調査を通して，喜界島におい
て伝統的な他界観とみなされてきた，海上他界（ネ
インヤ）への認識は，希薄化していることが明ら
かとなった．それと同時に，海上の「あの世」と
地上の「この世」の中間に位置する浜辺が，境界
とみなされる傾向も減っていることが窺える．ま
た，「グシュ」のような地下他界への認識の低下
も認められる．地下他界の入り口とみなされてき
た「墓」が，相変わらず境界として強く意識され
るのは，その下に他界があるからというより，島
民にとって「墓」が死者の葬られた身近な存在で
あるためではないだろうか．「この世とあの世の
イメージ」をめぐっては，やまだによる東京と名
古屋の調査結果と重なる部分が大きいが，「墓」
を境界とみなす傾向の強さ，また垂直方向以外に
他界を想定する傾向の低さが喜界島における特徴
である．
　宗教人口を見ると神道が最も多いので，高天原
のような「天上他界」のイメージが強いとの仮説
も成り立つであろう．及川高は，現在の喜界島に
おける神社信仰は近代化の過程でノロの祭祀のよ
うな民俗信仰を殺しながら成立し，それ自身が再
編成され独自化を遂げていると分析している．₂₅）
たとえば島内に点在する保食神社は，かつてノロ
が祭祀していた石塔を鳥居の奥に一つだけ置き，
その周りをコンクリートで固めてあるだけで社殿
もないというケースが多い．本稿における調査に
も，廃仏棄釈以降，今日まで続く喜界島の神社信
仰の強さが表れているのではないだろうか．
　イメージ画の調査より，喜界島において線・雲・
川・橋を境界の形としてみなす傾向が強いことは，
やまだによる東京と名古屋における調査結果に相
似している．「川」や「橋」が存在しない喜界島
において，このような結果が出るということは，
東京や名古屋など，いわゆる「本土」におけるイ
メージがかなり根付いているということだろう．
その一方で，「壁」の比率の低さや，「虹」を境界
とする認識が存在することは，東京と名古屋の結
果には見当たらないのである．
　本稿によって得られた成果は，近年喜界島で進
む宗教学・民俗学の研究に対して一定の示唆を与
えることができるだろう．たとえば，墓に対する
境界のイメージの強さを提示したことは，喜界島
における墓制の研究に対し，改めて島民と墓の結
びつきが薄れていないことの裏付けを示すことと
なる．また，近代化と廃仏棄釈をめぐる研究に対
しては，境界の場所のイメージの選択肢の自由回
答より，島民の精神世界や信仰世界が「寺院」や
「仏壇」に依りながらも，そこには常にアニミズ
ムの要素があったことを示唆しているのである．
　このように，イメージ画から見えてくる境界の
世界観を，従来の先行研究と比較し，またこのよ
うなイメージ画の調査を各地で蓄積してゆくこと
で，境界論に新たな展開を切り拓いてゆくことが
期待できる．
 ₁）　Van Gennep, Arnold, Les Rites de Passage, 
Emile Nourry, ₁₉₀₉.（綾部恒雄・綾部裕子訳
『通過儀礼』弘文堂，₁₉₇₇年）
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 ₂）　この調査結果は，やまだようこ編『この世と
あの世のイメージ　描画のフォーク心理学』新
曜社，₂₀₁₀年に所収されている．調査内容は本
稿の「Ⅱ　調査の概要」を参照されたい．
 ₃）　柳田国男『石神問答』₁₉₁₀年（『定本柳田国
男 第十二巻』筑摩書房，₁₉₆₉年所収）．
 ₄）　原田敏明「村の境」（『社会と伝承』₁︲₄，
₁₉₅₇年）．
 ₅）　桜田勝徳「村とは何か」（『日本民俗学大系』
三，₁₉₅₈年）．
 ₆）　福田アジオ「村落領域論」（『武蔵大学人文学
会雑誌』₁₂︲₂，₁₉₈₀年）．
 ₇）　具体的には，次のような論考が挙げられる．
　　 小松和彦「世捨てと山中他界─山岳空間の
認識論的構造」『神々の精神史』 北斗出版，₁₉₈₅
年，₁₇₇︲₁₉₇ページ．
　　 小松和彦「海上他界の思想」『神々の精神史』
北斗出版，₁₉₈︲₂₁₇ページ．
　　 宮田登「境にひびく音」（『現代思想』₁₀（₁），
₁₉₈₁年）．
　　 宮田登『妖怪の民俗学　日本の見えない闇』
岩波書店，₁₉₈₅年．
 ₈）　喜界町教育委員会「喜界町埋蔵文化財発掘調
査報告書」₁₁（『城久遺跡群，前畑遺跡・小ハ
ネ遺跡─畑地帯総合整備事業（担い手育成型）
城久地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
₂₀₁₁年）．
 ₉）　永山修一「キカイガシマ・イオウガシマ考」
（笹山晴生先生還暦記念会編『日本律令制論集』
下巻，吉川弘文館，₁₉₉₃年）．
₁₀）　池田榮史編『古代中世の境界領域　キカイガ
シマの世界』高志書院，₂₀₀₈年．
₁₁）　谷川健一『常世論　日本人の魂のゆくえ』講
談社，₁₉₈₉年，₁₂₉ページ．
₁₂）　宗像哲男「死生学ノート（ ₂ ）喜界島の葬送
の概論」（『宮崎県総合博物館研究紀要』₂₂，宮
崎県総合博物館，₂₀₀₀年），₁₇₈ページ．
₁₃）　谷川健一『渚の思想』晶文社，₂₀₀₄年．
₁₄）　竹内譲『喜界島の民俗』黒潮出版会，₁₉₆₉年，
₁₃₄ページ．
₁₅）　酒井卯作『琉球列島における死霊祭祀の構造』
第 ₁ 書房，₁₉₉₃年．
₁₆）　本書は，₁₉₉₄年から始まった研究成果がまと
められている．なお当該研究は ₂ つの科学研究
費の補助を得ている．
₁₇）　やまだようこ編（₂₀₁₀年）．
₁₈）　やまだようこ編（₂₀₁₀年），資料（₂₁）︲（₂₂）
ページ．
₁₉）　薗田稔「神社成立の奄美的類型」（『人類科学』
₃₀，₁₉₇₇年）．
₂₀）　喜界島公民館『喜界島概要』喜界町，₁₉₆₅年．
₂₁）　喜界島公民館（₁₉₆₅年）．
₂₂）　岩倉市郎『喜界島方言集』中央公論社，₁₉₄₁年．
₂₃）　岩倉市郎『喜界島昔話集』三省堂，₁₉₃₃年．
₂₄）　赤田光男「境」『日本宗教事典』弘文堂，
₁₉₈₅年，₆₂₈︲₆₃₂ページ．
₂₅）　及川高「郷土をめぐる主体なき記憶─奄美・
喜界島における民俗信仰の過去・現在・未来」
（由谷裕哉編『郷土再考　新たな郷土研究を目
指して』角川学芸出版，₂₀₁₂年），₂₇₈ページ．
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